
 

 

２０２３年８月３０日 

 

「こども食堂オープンデータ アイデアソン＆ハッカソン」への協力について 
～みんなのアイデアで地域課題を解決するワークショップ～ 

 

武蔵野銀行（頭取 長堀 和正）は、２０２３年９月２日（土）、３日（日）、子ども食堂

支援および地域課題解決を目指すワークショップ「こども食堂オープンデータ アイデアソン

＆ハッカソン」に協力いたしますので、お知らせします。 

 

「こども食堂オープンデータ アイデアソン＆ハッカソン」は、全国の子ども食堂支援や 

情報発信・啓発に取組んでいる「認定ＮＰＯ法人全国こども食堂支援センター・むすびえ」   

（理事長 湯浅 誠）が開催するもので、当行は本店ビル２階の地域創生スペース「Ｍ’ｓ  

ＳＱＵＡＲＥ」の会場提供や運営サポートを行うほか、アイデアソン＆ハッカソンに行員が

参加する予定です。 

 

埼玉県では「こども食堂・未来応援基金」や「こども応援ネットワーク埼玉」などを    

創設し、子どもの居場所づくり推進に積極的に取組んでいます。取組みの一環として、   

２０２２年には県内の子ども食堂に関するデータをオープンデータ 注１として全国に先駆け 

公開し、その利活用を呼びかけてまいりました。 

今回のワークショップはこうしたオープンデータ利活用の呼び掛けに応えるもので、  

子ども食堂の運営・支援者の方々に加え、地域課題解決に関心のあるＩＴエンジニア、   

シビックテック 注２に関心ある方々など、幅広い参加者を募り、多様な視点でオープンデータ

の利活用についてアイデア出しとブラッシュアップを行う「アイデアソン」を実施します。 

そして、「ハッカソン」ではアイデアソンで生まれたアイデアをもとに、オープンデータ

を用いた子ども食堂の新たな支援方法・支援ツールの試作品（プロトタイプ）づくりを   

行っていきます。 

 

当行では、地域の未来を担う子どもたちの健やかな成長に貢献するため、全店でのフード

ドライブ活動や、子ども食堂の意義・魅力を発信する展示イベントの開催などに取組んで  

まいりました。このようななか、データとテクノロジーを活用し、子ども食堂の一層の   

サポートや地域課題解決に繋げていく「アイデアソン＆ハッカソン」の主旨に賛同し、今般

の協力に至ったものです。 

 

当行は、今後も様々なステークホルダーの皆さまとの連携・協働を通じ、地域社会の   

持続的発展に貢献してまいります。 

 
注１ オープンデータとは、許可されたルールの範囲内で誰でも自由に複製・加工・頒布が 

できるデータのことです。人口統計や公共施設の場所など様々な公共のデータを住民や 
企業が有効活用していくことで、経済社会全体の発展に寄与することを目指しています。 

 注２ シビックテックとは、住民がテクノロジーを活用し、地域の課題を解決しようとする 
取組みや考え方のことをいいます。 

次ページへ 

 



 

≪開催概要≫ 

 

名 称 「こども食堂オープンデータ アイデアソン＆ハッカソン」 

開催日 ２０２３年９月２日（土）・３日（日） 

会 場 
武蔵野銀行本店２階 地域創生スペース「Ｍ’ｓ ＳＱＵＡＲＥ」 

（さいたま市大宮区桜木町１－１０－８） 

対 象 
・子ども食堂の運営・支援などに携わる方 ・シビックテックに関心のある方 

・地域課題解決に関心のあるエンジニア  ・子どもの支援に関心がある方 等 

申 込 ８月２７日（日）１８時まで右記ＨＰで受付（https://musubie.org/news/7175/） 

内 容 

アイデアソン 

２日：12～17時 

子ども食堂でやってみたいこと等を話し合い、アイデア出しし、

出し合ったアイデアをみんなでブラッシュアップします。 

ハッカソン 

３日：9～16時 

アイデアを具現化するため、それぞれの得意なスキルを用いて

プロトタイプ（試作品）をつくっていきます。 

主 催 

および

関 係 

機 関 

主 催 認定ＮＰＯ法人全国こども食堂支援センター・むすびえ 

協 力 武蔵野銀行、埼玉県子ども食堂ネットワーク、LINE株式会社 

後 援 埼玉県 運営協力 アイパブリッシング株式会社 

 

以 上 

報道機関からのお問い合わせ先 

地域サポート部 地域価値創造室 郷 大助・石川 嘉世 
TEL（048）641－6111（代表） 

https://musubie.org/news/7175/


定
員

持ち物

会場

応募多数の場合は先着順となります。
あらかじめご了承ください。

30名
●PC貸出はありませんので、ご自身のPCをお持ちの
方はご用意ください。
●こども食堂を応援する想い、ワクワク楽しむ気持ち

埼玉県大宮「エムズスクエア」

開
催
内
容

【制作開始】選んだアイデアを具体化するために、プログラミン
グやデザイン、こども食堂の運営経験など、それぞれの得意な
スキルを使って、プロトタイプ（試作品）を作ります。

【発表】作ったプロトタイプをみんなで発表します。

【質問・感想】みんなでフィードバックや質問、感想を共有しま
す。17:00～懇親会で盛り上がります（任意、自己負担）。

1 .

2.

3.

1 .

2.

3.

【集まったメンバーで自由にチームを組んでテーマ決め】こども
食堂運営で困っていることややりたいこと、こんなのが合った
ら楽しいなというようなことを話し合って決定します。

【みんなでアイデア出し】

【アイデアの決定】出し合ったアイデアの中から、面白いものや
実現可能なものを選び、ブラッシュアップしていきます。

ハッカソン

9月2日（土） 12:00～17:00

アイデアソン

9月3日（日） 9:00～16:00

※参加の可否はメール案内をもって
確定とさせていただきます。

先着
ご応募はこちら

（武蔵野銀行本店２階　大宮駅より徒歩5分）
埼玉県さいたま市大宮区桜木町1丁目10-8

[主 催] 認定NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ [運営協力] アイパブリッシング株式会社

[協 力] 埼玉県子ども食堂ネットワーク ／ 武蔵野銀行 ／ LINE株式会社 ／ サイボウズ株式会社 [後 援] 埼玉県

本イベントに関するお問い合わせ先
※電話でのお問い合わせ受付はしておりません

オープンデータ推進PJ（薬師寺）od@musubie.org

こども食堂のオープンデータを使ってどんなことができるか、様々なアイデアを出し合い、アプリなどを作るイベントです。

皆さんの日頃困っていることややりたいことをみんなで考えて実現しませんか？

こども食堂に携わる方 ／ シビックテックに興味のある方 ／ 社会課題解決に興味のあるエンジニア ／ こどもの支援に関心がある方こんな方におすすめ！

アイデアソン

「Idea」と「Marathon」を合わせた造
語で、テーマを定めた上でアイデアを
出し合い、それをまとめて形にしていく
ワークショップのことです。

ハッカソン

「Hack」と「Marathon」を合わせた造
語で、決められた期間内でアプリケー
ションやサービスを開発し、その成果
を競い合うワークショップのことです。

オープンデータ

行政機関や事業者が保有するデータを
国民誰もがインターネット等を通じて容
易に利用できるよう、公開されたデー
タのことです。

ってなに？ってなに？ ってなに？

こども食堂オープンデータ

アイデアソン  ハッカソン

参加費
無料

&

みんなのアイデアで、「こども食堂」を応援しよう！

埼玉県大宮「エムズスクエア」9月2日　・3日土 日

埼玉県で全国初開催

コンピュータやプログラミングに詳しくなくても大丈夫です！
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